
「ガラパゴス諸島」と聞いて、皆さんはどんな世界をご想像されるでしょうか？近現代に諸島へ渡った欧米人は『世界の果て（World's End

）』、『魅惑の諸島(Enchanted Islands）』等と諸島について後世へ紀伝しました。諸島で出会う動物の大半が他の土地では見られない固

有種です。今から150年以上前に、チャールズ・ダーウィンは諸島にてこれらの動物に魅了され、観察・考察を行いました。そして25年後

『自然選択説（進化論）』を想起し『種の起源』を発表しました。これは万物創生の神、つまりキリスト教義（『創神説』）を根底から覆すもの

であり、この仮説が当時の世界に大きな物議を投げかけ、同時に大きな知識を啓蒙した事は言うまでもありません。

皆さんはガラパゴス諸島にて一体何を感じ、それをどのようにご自身の世界へフィードバックされるでしょうか？私共は少しでもそんな方

々のお手伝いするべく現地にて日々仕事をし、またこの場を借りて、少しでも役に立つ情報をお伝えしていけたら、と思っております。

ところで、ガラパゴス諸島には、日本人が一人も住んでいない事を皆さんご存知でしたか？日系ホテルも

なければ、日本食レストランもありません。世界のどこにでもいる日本人という図式はガラパゴスには当

てはまりません。世界自然遺産第一号のガラパゴス諸島は非常に厳しく住民権が管理され、旅行者の

入島数にも制限があります。しかし、そんな不便な環境を皆さんが不安に感じる事なく、むしろより一層

楽しんで頂くために、私共の仕事がございます。エクアドル到着時、キト空港にて私共がお出迎えする事

、キト観光のガイドはもちろん、またご希望頂いた際にはキトからガラパゴス、再びキトに戻るまでの現地

旅程を全て同行ガイドする事もできます。つまるところ、皆様のガラパゴスへの旅をお手伝いするために、

あらゆる業務を毎日行っております。

私共一同、現地にてご旅行に際する様々なお手伝いを通して、皆様により多くの楽しみを感じて頂けることを願い、いつでも皆様

のガラパゴスへの訪問を心待ちにしております。

さて、８月中旬には、夏休みでエクアドルを訪れた仲良しご家族４名様と共に、ガラパ

ゴス３泊４日の旅へ同行通訳ガイドとして行って参りました。実は、私自身のガラパゴ

スへの渡航も既に数十回を数えますが、毎回新たな発見があり、未だ飽くことを知り

ません。とても不思議な世界です。小学生４年生の詩歩ちゃんはイグアナが大好きで

す。毎日イグアナを見るたびに、お母さんと一緒に「キャー、カワイイー」と黄色い奇声

を連発。同じく小学生２年生の大智君は、海鳥たちの求愛行動を実ながら「ねー、これ

は一体何をしているの？」としきりに質問をしてきます。目の当たりにする非日常的な

光景が幼い好奇心を相当に触発したようです。お父さんはアシカたちと一緒に泳ぎ戯

れながらも、しっかりと動物たちと家族の風景をビデオやカメラに収めています。そん

なとても幸せな家族でした。特に、第一次人間形成期とも言える多感な時期を過ごす

子供たちがガラパゴスを訪れる事は、きっと彼ら後世へ大変貴重な経験だった事でし

ょう。
なぜなら、言うまでもなくその動物たちが

世界のどこにもいない動物だからです。

上記の通り、既成のキリスト教的概念を

覆す現代生物学原点とも言える基盤をガ

ラパゴス諸島が、この稀有な形・色・形態

をした生物群が、啓発したのです。それ

は、諸島が実に多くの事を私たちへ示唆

している、という事を意味します。

２つ目に、諸島の動物たちは全く人を恐れない事です。逃げる事を知りません。アシカやイグアナは人

が脇を歩いても、ぬぼーと昼寝を続け、海鳥たちはまるで人に見せ付けるかのように目の前で求愛ダ

ンスを踊ります。好奇心旺盛なマネシツグミなどは人をからかうかのように肩やリュックに止まってきま

す。野性のゾウガメは人が近づくと、少し警戒をしますが、ふぉーと息を吐き出すだけで、結局ほとんど

動きません。それが意味する事、つまり諸島の動物に共通する性格とは、みな非常に繊細、且つ弱い

動物である、ということです。諸島が人類世界からあまりに隔絶された世界であり、天敵（人類）が存在

しなかった、という事実こそが彼らの存在、そして進化を支えてきました。もし人類が諸島へ大挙をなし

て植民したならば、これらの貴重な動物たちはみな一瞬にして絶滅してしまいます（実際、この数百年

の間、既に絶滅をした固有種も多くあります）。よって、諸島の総面積の９７％は、ナチュラリストガイド

の同伴なくして、立入る事が禁じられています。

この子供たちの世代が明るく正しい未来を築いていくために「自然・環境と人類の共存」というテーマは

将来決して避けては通る事ができない責務となる事は自明の理です。上記、詩歩ちゃんの将来の夢

は動物学者になる事だそうです。きっとガラパゴスの自然は、彼女へ善導を示唆し、言葉では計れな

い恩恵を物語ってくれたこと、と思います。私自身もナチュラリストガイドの話す専門的な話を通訳する

事などを通じ、彼女の夢に対して何らかのお手伝いができたのでは、と考えると微笑ましい気持ちにな

ります。
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